
予防安全（自動運転）技術

高い認知・判断・操作技術、衛星活用、路車・車車間
連携技術により、安全・安心な自動運転を実現

高精度な自車位置把握と外部からの道路状況の入手により、見通し
が悪い環境での走行や高速道路本線へのスムーズな合流を実現

電動パワーステアリングや車両横滑り防止装置開発等で培った
車両運動制御技術により、快適で安定した自動運転を実現

高品位センシングで監視した周辺情報、他車の行動予測、
危険予知などにより、最適な判断で安全な走りを実現
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(※1)
準天頂衛星の測位信号を用いて、
走行レーン上の車両位置を推測
する高精度測位ユニット。
(※2)
車両に搭載された車載機器同士
および道路側アンテナと無線
通信を行う車載機器。

高品位センシング
人工知能技術

先行車や対向車、物陰など
見づらい周辺環境を認知

道路が認識しづらい環境でも
正確に進行方向を予想

車両運動制御機器

車両統合制御ユニット

操作

高精度車両運動制御

ドライバーや同乗者にとって良好な乗り心地を実現
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